
 
 
 

                                          令和８年７月１７日 

物部川・仁淀川水系安全利用推進連絡会 

 
 

水難事故防止を目指して！ 
～いの町波川で水辺の安全な利用に関するチラシを配布します～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、キャンプや水上アクティビティ等で河川利用者が増加しており、その中で今年度も全国各

地で水難事故が多発しています。昨年度はいの町波川においても水難事故が発生しました。 

このような状況を踏まえ、河川利用者が特に多い夏休み時期に合わせ警察、消防、自治体等の関

係機関も参加し啓発活動を行います。（別紙１：過年度の活動状況及び概要） 

 

１． 日時 ：令和８年７月２９日（水） １４：００～１５：００ ※雨天中止 

 

２． 場所 ：波川公園駐車場 別紙２参照 

      （高知県吾川郡いの町波川） 

３． 主催 ：物部川・仁淀川水系安全利用推進連絡会 別紙 3 参照 
 

 

４． 取材について 
※取材を希望される方は以下の必要事項をメール本文に記入の上、 

７月２８日（火）の１５時までにメールにてお申し込みください。         
             必要事項：貴社名・連絡先（TEL、E-mail）・取材者氏名・人数 

申込み先：skr-kouchi52★mlit.go.jp  
               ※「★」を「＠」に置き換えて送信してください。 
 

※別紙 4 は当日配布するチラシです。                                    

物部川・仁淀川水系安全利用推進連絡会 事務局 

国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所  

電話 088-833-0111(代表) 

 

副 所 長    外山
と や ま

 定
さだ

夫
お

 

○河川管理課長   入星
いりほし

 亮 介
りょうすけ

 
 

                   ○：主な問い合わせ先 

【問い合わせ先】 



水難事故防止のための啓発活動（いの町波川） 昨年度実施状況

近年の河川利用者が増加する中、危うく水難事故につながりかねない事
案等が多数発生していることから、夏休み中に啓発活動を実施。

１．日時 ：令和７年８月１５日（金） ９：３０～
２．場所 ：波川公園駐車場（高知県吾川郡いの町）
３．参加機関 ：仁淀消防組合消防本部、高知県警、土佐警察署

高知県、いの町、高知河川国道事務所

場所

活動内容説明

看板設置状況

一般の河川利用者への啓発活動の様子
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仁淀川橋

集合場所（波川公園） 仁淀川

集合場所（いの町波川）

場 所
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物部川・仁淀川水系安全利用推進連絡会 

規    約    

（名称） 

第１条 本会は「物部川・仁淀川水系安全利用推進連絡会」（以下「連絡会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 本連絡会は物部川及び仁淀川水系に係る関係機関の連絡調整を図り、河川利用者の

川の水難事故リスクの理解・危険回避能力の習得、河川利用者が安心・安全に利用でき

る河川空間の創出により水難事故の防止を図ることを目的とする。 

 

（組織） 

第３条 連絡会は会長、副会長、委員をもって組織し、その組織は別表－１のとおりとする。 

 

（会長及び副会長） 

第４条 会長は、連絡会を代表し会務を統轄する。 

  ２．副会長は、会長を補佐し会長が不在のときは、会長の職務を代行する。 

  ３．会長及び副会長は互選によるものとする。 

 

（業務） 

第５条 連絡会は第２条の目的を達成するために、次の内容を行う。 

一 水難事故防止講習会の実施方針に関する調整 

二 水難事故防止に関する講師の育成及び派遣 

三 水難事故防止に関する各施策の推進 

四 危険箇所の把握及び情報共有の推進 

五 事故発生時の情報共有を図るための連絡調整 

六 前各号に掲げるものの他、第２条の目的を達成するために必要な内容 

 

（会議） 

第６条 連絡会は必要により会長が招集する。 

  １．連絡会には、必要に応じ関係機関の各担当者等の出席を求めることができる。 

   

（任期） 

第７条 会長、副会長及び各委員の任期はその職にある期間とする。 

 

（事務局） 

第８条 本連絡会の事務を処理するため、事務局を高知河川国道事務所河川管理課に置く。 

 

（雑則） 

第９条 この規約に定めるもののほか連絡会の運営に関して必要な事項は会長が連絡会に 

    諮って定めるものとする。 

 

 附則  この規約は平成２２年３月９日から施行する。 

          平成２５年８月７日改正（第７条） 
 

 補足   委員は役職指定とし、組織再編等に伴なっての別表－１の改正は、連絡会への報 

    告をもって規約改正がなされたものとする。 
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別 表 － １ 

第３条の組織 

  【委員】 

 

役 職 

 

組   織   名  （役職名） 

 

会 長 

 

国土交通省 高知河川国道事務所 副所長（技術） 

 

副会長 

 

高知県土木部 河川課 課長補佐 

 

委 員 

 

高知県危機管理部 消防政策課 課長補佐 

 

委 員 

 

高知県中央東土木事務所 河港管理課長 

 

委 員 

 

高知県中央西土木事務所 維持管理課長 

 

委 員 

 

高知県教育委員会事務局 学校安全対策課長 

 

委 員 

 

東部教育事務所 所長 

 

委 員 

 

中部教育事務所 所長 

 

委 員 

 

高知県警察本部 生活安全部 地域課 企画担当課長補佐 

 

委 員 

 

南国警察署 地域課長 

 

委 員 

 

土佐警察署 地域課長 

 

委 員 

 

南国市 危機管理課長 

 

委 員 

 

香南市 防災対策課長 

 

委 員 

 

香美市 防災対策課長 

 

委 員 

 

土佐市 防災対策課長  

 

委 員 

 

いの町 総務課 危機管理室長 

 

委  員  日高村  総務課危機管理室長 

 

 

委  員  高知市消防局  警防課  課長補佐 

 

 

委 員 

 

南国市消防本部 警防課長 

 

委 員 

 

香南市消防本部 警防課長 
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役 職 

 

組   織   名 （役職名） 

 

委 員 

 

香美市消防本部 消防課 警防班長兼警防係長 

 

委 員 

 

土佐市消防本部 警防課長 

 

委  員  仁淀消防組合消防本部  警防課長（署長） 

 

 

委 員 

 

国土交通省 高知河川国道事務所 物部川出張所長 

 

委 員 

 

国土交通省 高知河川国道事務所 仁淀川出張所長 
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国土交通省 別紙４ 
高知河川国道事務所 水難事故に備えて 川のことをよく知ろう

流れが急に速くなる

水中にブロックあり
足元注意!！

今いる場所が晴れていて
も急に増水することもあり
ます

上流で雨が降っていたりダ
ムの放流などの影響で、
水かさが急に増えることが
あります

河川等水難事故
件数の約半数は
7-8月に集中
(2003年-2025年)

子どもの
水難死亡事故の
約6割は
「河川」と「湖沼池」
(2003年-2025年)

場所別死者・行方不明者数（子ども）
（H15-R07警察庁データより河川財団作成）

夏休みや
レジャー等で河
川利用の機会が
増えるこの時期
が要注意

出典：（公財）河川財団 水難事故2026

急に深くなり流れが複雑になる

対岸に泳いで渡らない！！

月別の事故発生状況

国土交通省
高知河川国道事務所
仁淀川出張所
☎ 088-894-2044



国土交通省
高知河川国道事務所水難事故に備えて ライフジャケットを着用しよう

ライフジャケットの着用が生死を分けた事例

ライフジャケットはホームセンター等やネットでも
買えます
川遊び用として推奨できる「安全基準」に関する認証制
度の認定を受けた製品を買うのも一つの目安です

人により浮きやすさや
頭部の重さは異なりま
すが、6kg 程度~7.5kg 
程度以上の浮力（大人）
があれば、通常の場合
頭部が常に水面から出
ます。
（こどもで4kg 程度以上）

肺の中の空気が
抜けると浮力が
小さくなります。

強い流れのある川
では、「人間の浮
力」＋「浮こうとする
動作」だけでは限
界があります。

速い流れのある場所
では、浅くて足がつき
そうでも、立たずに浮
くまたは泳ぐ。

浮くためにもライフ
ジャケットは必須

自分が流された場合、

元いた場所に無理に
戻ろうとしない。

（戻ろうとすると流れに
逆らって泳ぐことになり
リスクが増す）

下流側の流れの緩ゆ
るやかな場所を
見つけて避難する。

出典：（公財）河川財団 水難事故2026

人は水の中では浮きにくく、頭
が水没すれば息ができません。
ライフジャケットを正しく着用す
ることで、頭部を水面から上に
出すことができます。このため、
常に口と鼻が水面上にあり、
楽に呼吸をすることができます。
（いざというときに助けを呼ぶこ
ともできます）




